
2003年/Ｈ15 2004年/Ｈ16 2005年/Ｈ17
80名/7名 81名/8名 80名/7名

82名 81名/163名 89名/252名

初めての卒業研究を実施した。30施設で実習
を行い、82の卒業研究報告書が提出された。
初めての卒業式が挙行され、82名の卒業生を
送り出した。

教育課程検討部会が組織され、授業内容の
充実・精選の全学的な取り組みを開始する。
専門科目に「教職科目」「養護教諭養成」分類
を設置し、それに伴い、専門科目の移行、配
当セメスターの変更があった。

看護学概論の統合に取り組む。
教養基礎科目の英語の4年間の組み立てを変
更した。

学生自治

「花火」をテーマに第4回学園祭が行われた。 「虹～地域と大学とのかけ橋～」をテーマに第
5回学園祭が行われた。

「一番星」をテーマに第6回大学祭が行われ
た。

サークル
活動

バレーボール　　軽音楽　　合気道
ラフ（野球）　　Oops（ﾃﾆｽ）　　フットサル
デリキッチン（料理））　　　　手話
FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）　　ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）

バレーボール　　合気道　　ラフ（野球
デリキッチン（料理）　　ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）　　手話　　ユタカノキ（体験）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
Splendor（ﾀﾞﾝｽ）　　Tim（ｽﾎﾟｰﾂ）
みつまジャパン（ｽﾎﾟｰﾂ）　軽音（軽音楽）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）

合気道　　デリキッチン（料理）　　手話
FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）　　ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
みつまジャパン（ｽﾎﾟｰﾂ）　　ユタカノキ（体験）
軽音（軽音楽）　　りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）

就職進路対策委員会を独立設置した。
非常勤のカウンセラーが配置された。

ハラスメント防止対策の全学的取り組みを開
始した。

保健師 78名（95.1％） 63名（77.8％） 76名（85.4％）

助産師 6名（100%） 6名（100％） 6名（100％）

看護師 73名（97.3％） 74名（100％） 78名（95.1％）

職種 看護師 66名 70名 68名

助産師 6名 3名 6名

保健師 6名 5名 9名

養護教諭 2名 2名 5名

進学・他 0 0 1名

就業地 県内 35名 45名 53名

県外 45名 35名 36名

大学院認可取得
大学院学生募集開始

修士課程開設 初めての修了生の誕生

14名 12名

1名

看護研究センターに専任教員を配置した。
第１回岐阜県看護実践研究交流集会が開催
された。

大学基準協会の正会員となる加盟判定審査
を受けた。

共同研究課題数 26 28 30

共同研究者数 159 207 242

特別支援学校における医療的ケアのための教職員の役割･機能及び関係機関との連携（H17－19）
岐阜県内実習施設の看護職(臨地実習指導者)との共同体制整備に向けて(H17－19）

海外交流
及び

情報収集

高齢者対策における看護職の役割と大学の
貢献/フィンランド

Work Based Learning「日常の看護実践から学
ぶ生涯教育の方法開発」
/英国（Ｈ16－19）

継続

52,041 57,816 63,318

入学生/編入学生

岐阜県看護実践研究交流会会員への研究支援(H15－継続）

卒業生/累計数

看護学部教育活動の
変遷

学生生
活

利用者中心の看護実践に向けての倫理的視点からの取組み（H15－20)

図書館蔵書冊数

大学全体の取り組み

学生生活支援

看護実践研
究指導事業
テーマ

就職状
況

国家試験合格者数
（合格率）

前期課程
入学生

教員の
研究活
動

大学院看護学研究科

前期課程
修了生/累計数


